
○｢九条の会jはO4年6月、丼上ひさしや大江健三郎、澤地久枝ら9人の呼びかけで
「憲法9条を守る」という一点で生まれた会です。今や全国に7,507、福島県内で
も100以上の会が、超党派で、独自の自由な平和のための活動をしています。「は局

きち九条の会｣には匿名でも入会できます。年会費千円。事務局までご連絡下さい。
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年10月24日、「暗い木曜日｣、ﾆｭｰﾖｰｸで株価大暴落、世界大恐慌の始まり>-
●10月21日月曜日、ウオール街の株式市場では株の暴落が始まり、23日も‘
さらに悪化、ついに24日の「暗い木曜日」がやってきた。●取引所では人び

とが押し合い、わめき会い、電話はすべて「売り｣。大恐慌の始まりだった。｜
●第1次世界大戦の終りから10年、次の第2次世界大戦の開戦まで10年。
この日を境に世界史は一変する。平和協調から自国経済の立て直しのために‘

ﾅｼｮﾅﾘｽﾑが極端に強まり､｢持てる国』(米英仏)と｢持たざる国｣(日｜独伊）の対立が、やがては第2次世界大戦の導火線となっていく。

＜1929（昭和4）
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小高区役所前｡鹿島区役所前にも

J｢核兵器廃絶平和都市宣言｣の看板が新設されました

罐
や

南相馬市役所前の看板
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旧鹿島町の旧看板小高区役所前の新看板

▲左から原町･小高･鹿島の各区役所前の新設看板｡右は現在も残る旧鹿島町の『非核平和宣言町｣看板
○昨年6月24日に南相馬市議会は、合併で消滅していた「核兵器廃絶平和都市宣言」を改めて
全会一致で可決しました。そしてこのほど、ご覧のように小高区役所前と鹿島区役所前に、立派

野I i需駕雫謂f認鰻瀬呈言晶層纈ﾑ鰹鍔聖雪,壽毒
出し、議会に働きかけたためと思われます｡ 少しだけ、ささやかですが、私たちの活動が市議会
を動かしたことになるのでしょうか。＜会報Na92｡ 93.102"114に掲載､報告いたしました＞

■主催:Iさらきち九条の会 ■パネル企画：日本中国友好協会

|｢漫画展中国からの引き揚げ～少年たちの記憶｣’～

穏續臺臺鱸)‘蕩笛雫圭霊晶雷邑P
･原ﾉ町駅前 原町中央図書館。大会議室
■赤塚不二夫｡ちばてつや｡森田拳次･北見けんいち･横山孝雄など
日本の第一線で活躍中の漫画家による、戦時中の中国での戦争
体験や引き揚げ体験を描いたくパネル60枚＞の漫画展です。

○3日間ですので、半日交替制で｢会場係｣のご
＃協力できる方､事務局へお申し出ください。

入場:無
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九条は局ぎぢ



活動にご，理解唇ようしぐお鱒〃〃たし琴ずノ
10月31日の市議会選挙での選出された議員さんです。5年前の｢Iさらまち九条の会｣発足以来、
議員の皆様には、活動に何かとお力添えをいただいており、今後共、よろしくお願いいたします。

▼2010年11月1日付『福島民報』コピー
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鐘鰯識議簿灘鶴鑪鵬臺難
左上から下に得票順､敬称略｡白抜き数字は当選回数。

①現住所②学歴③職業、､略歴。

信毒諜芥28無新① 繧鎚莞桑62無現③ 攪参尭圭58無現③

'1
筌馬 籍48無現③ 漢篇 懸i53無新① 亦罧 差睾62無現③

綴; :
編曲 殻60無元② 注由美念学63公現③ 鑛蔀覺竺57共現③

謹
． ；

差黄 篭崇57無現③：渓幽 訟雲48無新① 荻舞 篝晃72無元②

| :
華由 識61無現③i筆術 筐空53無現② 油串 里圭57無現②

騨鍵騨
雲

蕊禾 菖塑56無現② 驍禾羊念字60共元② 麹､繭 簡雲55無現③

蕊
茜 雲檮66無現③ 淵毒晃雄50無現③ 護 篝埋70無現③
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